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第３世代携帯電話契約数、３００万を突破 
 
 
ボーダフォン株式会社（本社：東京都港区、社長：ビル･モロー）では、第３世代（３Ｇ）携帯電話サービスの契約数が

２００６年３月末現在の集計で３００万契約を突破しました。２００５年１１月に２００万契約を突破してから約４か月で

１００万契約増加し、２００２年１２月のサービス開始から約３年３か月での達成となります。 
 
３Ｇ携帯電話サービスの契約数が増加している背景に、以下の点が挙げられます。 
 

 サービスエリアの拡充、国内人口カバー率９９．９３％※１ 
 ボーダフォン３Ｇ携帯電話のラインアップ強化 
 海外でも使えるデータ通信カード「ボーダフォンコネクトカード」の提供※２ 
 ボーダフォン３Ｇ携帯電話※３を海外でもそのまま使える国際ローミングサービスの提供※２ 
 「着うたフル®」や電子コミックなど、３Ｇならではのコンテンツの拡充 
 「Vodafone live! CAST」「Vodafone live! FeliCa」「Vodafone live! NAVI」など、多彩なサービスの提供 
 「メール定額」「デュアルパケット定額」「家族通話定額」「ＬＯＶＥ定額」など、分かりやすい定額サービスの提供 
 「ボーダフォン・オフィス・メール」や「ボーダフォン・モバイル・オフィス」など、法人向けサービスの拡充 
 全国１，８５８店※１のボーダフォンショップをはじめとする、販売およびアフターサービス網の整備 

 
“ボーダーを越える、ボーダフォン”は、３Ｇのサービスエリアやプロダクト・サービスを拡充することにより、今後とも

豊かなコミュニケーション環境を提供してまいります。 
 
※１ ２００６年３月末現在。 
※２ ２００６年３月末現在、海外のＧＳＭネットワークでは１４２の国と地域で音声通話、６６の国と地域でインターネット接続サービス「ボーダフォンライ
ブ！」およびパケット通信サービスの国際ローミングサービスを提供しています。また、海外の３Ｇ（Ｗ-ＣＤＭＡ）ネットワークでは２６の国と地域で
音声通話、２５の国と地域で「ボーダフォンライブ！」およびパケット通信サービス、１３の国と地域で「ＴＶコール」（テレビ電話機能）の国際ローミング
サービスを提供しています。 

※３ 「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ７０３Ｎ」や「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ８０２Ｎ」など、日本国内専用機種があります。 
 

以 上 
 

 着うたフル®は、株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメントの登録商標です。 
 FeliCaは、ソニー株式会社が開発した非接触 ICカードの技術方式です。 
 FeliCaは、ソニー株式会社の登録商標です。 
 デュアルパケット、LOVE定額、オフィスメール、TVコールは、ボーダフォン株式会社の登録商標または商標です。 
 Vodafone（ボーダフォン）、Vodafone live!（ボーダフォンライブ！）、VODAFONE MOBILE OFFICE（ボーダフォン・モバイル・オフィス）、ボーダフォン
コネクトカード、スピーチマークデバイスは、Vodafone Group Plcの登録商標または商標です。 

 
 

 
ボーダフォン株式会社 
〒105-6205 東京都港区愛宕 2-5-1 
www.vodafone.jp 

http://www.vodafone.jp/


 

                                                                 参考１  
＜ボーダフォン３Ｇ携帯電話サービスの歩み＞ 
 

年 月 トピック 
２００２年６月 首都圏において、３Ｇ試験サービスを開始 

３ＧＰＰ※１に準拠したＷ-ＣＤＭＡ方式の３Ｇ商用サービスを開始 
海外のＧＳＭ方式のネットワークとの国際ローミングサービスを開始 

１２月 
Ｗ-ＣＤＭＡ方式とＧＳＭ方式（９００/１８００ＭＨｚ）に対応した「Ｖ-Ｎ７０１」（ＮＥＣ
製）を発売 

２００３年４月 Ｗ-ＣＤＭＡ方式に対応した「Ｖ-ＳＡ７０１」（三洋製）を発売 

８月 Ｗ-ＣＤＭＡ方式とＧＳＭ方式（９００/１８００ＭＨｚ）に対応した「V-ＮＭ７０１（Ｎｏｋｉａ 
６６５０）」（ノキア製）を発売 

１０月 「ボーダフォン グローバルレンタル」を開始 
３Ｇのインターネット接続サービス「ボーダフォンライブ！」を開始、日本国内はもと
より海外でも「写メール」や「ムービー写メール」、コンテンツ閲覧が可能に 
ボーダフォンライブ！対応、Ｗ-ＣＤＭＡ方式とトライバンド-ＧＳＭ方式（９００/１８００/
１９００ＭＨｚ）に対応した「Ｖ８０１ＳＡ」（三洋製）を発売 
パケット通信料割引サービス「ハッピーパケット」を導入 

１２月 

「着うた®」コンテンツを提供 

２００４年４月 ボーダフォンライブ！対応、Ｗ-ＣＤＭＡ方式とトライバンド-ＧＳＭ方式（９００/１８００/
１９００ＭＨｚ）に対応した「Ｖ８０１ＳＨ」（シャープ製）を発売 

４月 Ｗ-ＣＤＭＡ方式に対応したボーダフォンコネクトカード「ＶＣ７０１ＳＩ」（ＳＩＩ製）を発売

７月 ボーダフォン３Ｇ携帯電話を利用して、同一企業の社員間通話料が無料になる法人
向け料金プラン「ボーダフォン・モバイル・オフィス」を導入 

１１月 パケット通信料定額サービス「パケットフリー」を導入 
ウェブサービスおよびメールサービスの共通プラットホームにＷＡＰ２．０/ＭＭＳを
採用した新しい「ボーダフォンライブ！」を開始 
ボーダフォングループ共通の仕様を採用した「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ７０２ＮＫ（Ｎｏｋｉａ ６６３０）」
（ノキア製）を発売 
海外のＷ-ＣＤＭＡ方式のネットワークとの国際ローミングサービスを開始 
国際ローミングＴＶコール（テレビ電話）を開始 

１２月 

「着うた®/ロングバージョン」や「メガアプリ」、電子コミックコンテンツを提供 

１２月 パソコンでダウンロードした大容量の高画質動画などのデジタルコンテンツを、メ
モリーカードなどで携帯電話に転送して楽しめる「Vodafone live! BB」を開始 

１２月 ボーダフォングループ共通の仕様を採用した「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ７０２ＭＯ」（モトローラ
製）を発売 

１２月 ボーダフォングループ共通の仕様を採用した「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ８０２ＳＥ」（ソニー・エリ
クソン製）を発売 

１２月 ボーダフォングループ共通の仕様を採用した「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ７０２ｓＭＯ」（モトローラ
製）を発売 

１２月 ボーダフォングループ共通の仕様を採用した「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ９０２ＳＨ」（シャープ製）を
発売 

２００５年１月 ボーダフォングループ共通の仕様を採用した「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ８０２ＳＨ」（シャープ製）を
発売 

２月 ボーダフォングループ共通の仕様を採用した「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ８０２Ｎ」（ＮＥＣ製）を発売
２月 ＨＳＤＰＡ※２方式のフィールド試験を開始 
４月 ３Ｇサービスの契約数が１００万を突破 

（次ページに続く） 
 



 

２００５年６月 ボーダフォン３Ｇ携帯電話での日本国内におけるメール送受信が使い放題になる
「メール定額」を導入 

６月 パケット通信料定額サービス「パケットフリー」を、「デュアルパケット定額」に改定 

６月 さまざまな利用シーンごとに最適なスタイルで楽しめる「アクティブターンスタイ
ル」を採用した「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ９０２Ｔ」（東芝製）を発売 

８月 ボーダフォン３Ｇ携帯電話から海外へＴＶコールがかけられるサービスを開始 
８月 軽量＆コンパクトサイズの「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ７０３ＳＨ」（シャープ製）を発売 

８月 光学２倍ズーム・オートフォーカス対応、３．２メガピクセルカメラ搭載「Ｖｏｄａｆｏｎｅ
９０３ＳＨ」（シャープ製）を発売 

８月 楽曲を１曲丸ごとダウンロード・再生できる「着うたフル®」コンテンツを提供 

９月 ボーダフォンコネクトカード「ＶＣ７０１ＳＩ」（ＳＩＩ製）をバージョンアップし、海外のＷ-
ＣＤＭＡ方式のネットワークでも利用可能に 

１０月 ボーダフォン３Ｇ携帯電話向けに位置情報サービスを開始 
海外でもＧＰＳ機能が使える「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ９０３Ｔ」（東芝製）を発売 

１０月 
ＧＰＳ機能を利用したナビゲーションサービス「Vodafone live! NAVI」を開始 

１０月 音楽プレーヤー一体型の「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ８０３Ｔ」（東芝製）を発売 
１１月 ＭＭＳで他社携帯電話に絵文字入りＥメールが送信できる自動変換機能を導入 

１１月 上質レザーのような質感＆素材感を実現した、「レザータッチ・デザイン」を採用した
「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ７０３Ｎ」（ＮＥＣ製）を発売 
モバイルＦｅｌｉＣａ ＩＣチップ搭載「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ７０３ＳＨｆ」（シャープ製）を発売 

１１月 
電子マネーや交通系サービスを利用できる「Vodafone live! FeliCa」を開始 

１１月 ３Ｇサービスの契約数が２００万を突破 

１２月 ビジネスユーザーに最適なスマートフォンモデル「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ７０２ＮＫⅡ（Ｎｏｋｉａ 
６６８０）」（ノキア製）を発売 

１２月 モーションコントロールセンサー搭載「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ８０４ＳＨ」（シャープ製）を発売 

２００６年１月 
会社のパソコンなどで管理・運用しているメールや予定表、アドレス帳を、外出先
でもほぼリアルタイムに確認・返信などが行えるサービス「ボーダフォン・オフィス・
メール」を開始 

２月 ３Ｇ留守番電話サービスに「着信お知らせ機能」を追加 
「グリップスタイル」を採用した「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ９０４Ｔ」（東芝製）を発売 
コンテンツ自動配信サービス「Vodafone live! CAST」を開始 
携帯電話の電話帳データを専用のネットワークサーバーにバックアップできる
「Vodafone Address Book」を開始 

３月 

受信したメールを３Ｄアニメーションで表示する「デルモジ表示」を導入 
３月 ３Ｇ携帯電話世界最薄※３「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ８０４ＳＳ」（サムスン電子製）を発売 
３月 ３Ｇサービスの契約数が３００万を突破 
４月 「グローバルＭＭＳ」において、中国語を画像変換して送受信できる機能を導入 

 
※１ 3rd Generation Partnership Projectの略。第３世代移動通信システム「ＩＭＴ-２０００」の仕様作成に携わるプロジェクトグループ。 
※２ High Speed Downlink Packet Accessの略。３ＧＰＰのリリース５で定義された高速データ通信方式で、ダウンリンクの高速パケット
通信（理論値：最大１４．４Ｍｂｐｓ）を提供。 

※３ ２００６年４月７日現在、発売済みの折りたたみタイプの３Ｇ携帯電話において（サムスン電子調べ）。 
 
 

 着うた®、着うたフル®は、株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメントの登録商標です。 
 FeliCaは、ソニー株式会社が開発した非接触 ICカードの技術方式です。 
 FeliCaは、ソニー株式会社の登録商標です。 
 写メール、ムービー写メール、ハッピーパケット、TV コール、メガアプリ、デュアルパケット、オフィスメール、デルモジは、ボーダフォン
株式会社の登録商標または商標です。 

 Vodafone（ボーダフォン）、Vodafone Global Rental（ボーダフォングローバルレンタル）、Vodafone live!（ボーダフォンライブ！）、ボーダ
フォンコネクトカード、VODAFONE MOBILE OFFICE（ボーダフォン・モバイル・オフィス）、は、Vodafone Group Plcの登録商標または
商標です。 

 
 



 

                                                                 参考２  
＜ボーダフォン３Ｇ携帯電話サービス関連データ＞ 
 
１． ３Ｇサービス契約数の推移 

年 月 ３Ｇサービス契約数① 全契約数（３Ｇ＋２Ｇ）② 比率（①÷②） 
２００３年３月末現在 ２５，２００ １３，９６３，３００ ０．２％ 
２００４年３月末現在 １３７，７００ １５，００２，４００ ０．９％ 
２００５年３月末現在 ９１７，２００ １５，０４０，７００ ６．１％ 
２００６年３月末現在 ３，０３７，６００ １５，２０９，９００ ２０．０％ 

 
 
２． 国内人口カバー率の推移 

年 月 人口カバー率 
２００３年３月末現在 ７１．１％ 
２００４年３月末現在 ９９．５％ 
２００５年３月末現在 ９９．８％ 
２００６年３月末現在 ９９．９３％ 

 
 
３． 国際サービス関連 
【国際ローミング対応エリア】（２００６年３月末現在） 
提供サービス 国と地域数 事業者数 
音声 １４２ ２００ 
ＳＭＳ １４０ １９８ 
ボーダフォンライブ！  ６７ ８４ 
パケット通信 ６７ ８５ 
ＴＶコール（テレビ電話） １３ １４ 

 
【国際メールサービス】（２００６年３月末現在） 
提供サービス 国と地域数 事業者数 
グローバルＳＭＳ ５３ ６７ 
グローバルＭＭＳ ２３ ３４ 

 
 
 

 TVコールは、ボーダフォン株式会社の登録商標です。 
 Vodafone（ボーダフォン）、Vodafone live!（ボーダフォンライブ！）は、Vodafone Group Plcの登録商標または商標です。 

 
 


